










利用者数は H21年 8 月時点でカウントしたものであるため，秋期のみの利用者は含まれていない。学生
利用者は講義支援システムの講義登録期間を除いた H22年 6 月 1 日～H23年 1 月31日までに一度でもロ
グイン記録のあった学生を集計したものである。
. 登録教員数の推移







年 度 講義数 一般講義 情報処理科目 語 学
16 214 84 130
17 285 195 90
18 348 239 93 16
19 541 342 152 47
20 402 272 105 25
21 498 354 123（23名) 21（2 名)
22 641 430 163（23名) 48（8 名)














学 部 講義数 春 期 秋 期 通 年 教員数
21世紀アジア学部 55 22 25 8 15(2)
体育学部 47 15 24 8 7(3)
政経学部 105 38 40 27 22(1)
法学部 48 8 5 35 28
文学部 43 18 19 6 6
理工学部 64 34 24 6 17
大学院 41 8 12 21 ―







1) Ver5.1 3 月のバージョンアップ項目






図 対象機能で URL を記入すると自動的にリンクされる
図 お知らせの添付ファイル機能
（教員・講義からのお知らせには対応されていない）
国士舘大学情報科学センター紀要 第回 e-Learning 研究会報告書（2011年)
















国士舘大学情報科学センター紀要 第回 e-Learning 研究会報告書（2011年)
―  ―






















図 画面は配付資料の PPT ドキュメントを開いたもの
国士舘大学情報科学センター紀要 第回 e-Learning 研究会報告書（2011年)
◯ 設定した時刻を過ぎたら公開範囲を「常に公開」とし，再テスト設定画面にて，受けさせたい学生
を指定する
3) 授業評価アンケートを Jenzabar で行いたい
現在，アンケートのテンプレートに授業評価アンケート（アジア学部フォーマット）が登録されている。
教務では講義支援システムにて実施されたアンケート結果は集計していないようである。
